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健
診
が
変
わ
り
ま
す

①
特
定
健
診
と
は
？

　

40
歳
か
ら
74
歳
の
方
を
対
象

と
し
た
健
康
診
査
で
、
各
医
療

保
険
の
保
険
者
（
保
険
証
を
発

行
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
健
康
保

険
組
合
、政
府
管
掌
健
康
保
険
、

国
民
健
康
保
険
な
ど
）
が
行
い

ま
す
。
保
険
者
に
は
健
診
を
行

う
義
務
が
あ
り
、
対
象
者
は
加

入
し
て
い
る
全
て
の
方
（
被
扶

養
者
を
含
む
）
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
は
保
険
者
で
あ
る
市
が

実
施
す
る
特
定
健
診
を
、
健
康

保
険
組
合
や
政
府
管
掌
保
険
な

ど
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
険
者
が
実
施
す
る

特
定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
市
→
各
保
険
者
に
）

　
こ
の
特
定
健
診
は
病
気
の
早

期
発
見
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

生
活
習
慣
病
と
り
わ
け
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た
健

診
項
目
と
な
り
、
身
体
測
定
、

血
液
検
査
、
医
師
の
診
察
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

②
特
定
保
健
指
導
と
は
？

　

特
定
健
診
で
出
さ
れ
た
結
果

に
基
づ
き
、
主
に
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
や

予
備
軍
の
方
を
対
象
に
医
師
、

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
が
生
活

習
慣
の
改
善
に
つ
い
て
お
よ
そ

６
ヶ
月
間
に
わ
た
り
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
は
放
置
し
て
お
く
と
糖
尿
病

　

特
定
健
診
の
ス
タ
ー
ト
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
市
で
行
っ
て
い

た
基
本
健
康
診
査
が
な
く
な
り

ま
す
。
代
わ
っ
て
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
と
40
歳
以
上
の
生
活
保
護
受

給
者
を
対
象
と
し
た
特
定
健

診
、
75
歳
以
上
（
一
定
の
障
害

の
あ
る
65
歳
以
上
）
の
方
で
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

を
対
象
と
し
た
後
期
高
齢
者
健

診
、
25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、
39

歳
の
節
目
年
齢
を
迎
え
る
方
を

対
象
と
し
た
ヤ
ン
グ
健
診
を
実

施
し
ま
す
。

　

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健

診
に
つ
い
て
は
、
糖
尿
病
、
高

血
圧
症
、高
脂
血
症
等
で
治
療
、

服
薬
を
受
け
て
い
る
方
は
必
ず

　

飯
山
簡
易
裁
判
所
前
の
旧
教

員
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
役
所
へ
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

物
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
住
所　
飯
山
市
大
字
飯
山
字

福
寿
町
１
１
０
４
番
地

・
建
物　

木
造
１
階
建
て
71
・

25
㎡　
昭
和
33
年
建
築
バ
ス
・

ト
イ
レ
付
き
（
ト
イ
レ
は
簡
易

水
洗
で
す
。）

・
家
賃　
１
ヶ
月 

５
０
０
０
円

　

募
集
の
締
め
切
り
は
、
平
成

20
年
２
月
15
日
で
す
。

　

申
し
込
み
が
複
数
あ
る
場
合

は
、
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。
建
物
は
経
年
劣
化

が
あ
り
ま
す
が
現
状
の
ま
ま
で

の
貸
付
け
と
な
り
、
補
修
等
が

必
要
な
場
合
、
そ
の
費
用
は
入

居
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
庶

務
課
管
財
係
（
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
３
５
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
寿
町
の
旧
教
員
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

今
年
４
月
か
ら「
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
」が
ス
タ
ー
ト

市
の
住
民
健
診
が

変
わ
り
ま
す

　近年、飯山市の死亡原因のトップは「がん」
です（右グラフ参照）。また、ここ最近、市の
がん検診において発見されたがんでは、「今ま
でがん検診を受けていなかった」、「何年かぶり
にがん検診を受けた」という方の中に多く発見
されています。また、がんにかかる年齢は、女
性の乳房、子宮においては 20 歳～ 30 歳代か
ら発生が急増しており、他のがんでも 40 歳～
50 歳代を境に急増しています。
　つまり、「若いから大丈夫」、「自分だけはが
んにならない」という過信は大変危険です。
　誰もがかかる可能性があるがんですが、早
期発見、早期治療がもっとも有効ですので、定
期的に検査を受けましょう。
　市では胃、大腸、前立腺、肺、乳房、子宮がん検診を行っています。対象年齢、受診料
等詳しくは申込書の裏面をご覧ください。（市国保では別に人間ドック補助もあります。）

　各区長さん、隣組長さんを通じて「平成
20 年度 各種健診申込書」の配布回収を
お願いしていますので、申込書裏面をご覧の
うえ、お申し込みをお願いします。（人間ドッ
クは各自病院へお申し込みください。）

特定健診・後期高齢者健診・がん検診・
結核検診の受診希望調査を行います

「がん検診」を受けましょう

悪性新生物（がん）
（22％）

心不全
　（15％）

肺炎
（15％）

脳血管疾患
（11％）　 

呼吸器系疾患
（11％）　 

多臓器疾患
 （5％）　　 

老衰
（4％）

その他
（17％）

平成18年　飯山市の死亡原因
（飯山市健康増進統計より）

や
高
血
圧
症
、
動
脈
硬
化
症
な

ど
大
き
な
病
気
を
招
く
可
能
性

が
あ
り
、
発
病
す
る
前
に
生
活

習
慣
を
見
直
し
て
も
ら
う
こ
と

が
目
的
で
す
。

し
も
こ
の
健
診
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
が
ん
検
診
、
結
核
検

診
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
全
市

民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。（
受

診
で
き
る
年
齢
に
制
限
が
あ
り

ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
保
健
福
祉
課
健
康
増

進
係　
☎
�
３
１
１
１　
内
線

１
８
２
、１
８
７

　

市
で
は
次
の
と
お
り
嘱
託
職

員
（
保
健
師
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝

い
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
あ
な

た
の
経
験
を
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
職
場
で
す
。

雇
用
期
間　
平
成
20
年
４
月
１

日
～
平
成
21
年
３
月
31
日

業
務
内
容　
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち

ゃ
ん
、
高
齢
者
へ
の
健
康
指
導
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
防
・
解
消
の
た
め
の
特
定
保

健
指
導
等

勤
務
時
間　
月
曜
日
か
ら
金
曜

日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
30
分
（
年
次
有
給
休
暇
・
夏

季
休
暇
あ
り
）

賃
金
・
条
件

月
給
23
万
５
０
０
円
（
期
末
手

当
１
ヶ
月
分
支
給
、昇
給
あ
り
、

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
あ
り
）

応
募
資
格　
保
健
師
免
許
を

有
す
る
方

応
募
方
法　
３
月
14
日
ま
で
に

市
役
所
庶
務
課
庶
務
係
へ
履
歴

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先

〒
３
８
９―

２
２
９
２　
飯
山

市
大
字
飯
山
１
１
１
０
番
地
１

飯
山
市
役
所
庶
務
課
庶
務
係

☎
�
３
１
１
１　
内
線
３
３
３

魅
力
あ
る
中
学
校
作
り
を
目
指
し
て

シ
リ
ー
ズ
⑤　
中
学
校
統
合
計
画
（
案
）
が
作
成
さ
れ
ま
し
た

　

飯
山
市
で
は
、
中
学
校
の
適

正
規
模
等
に
つ
い
て
、「
飯
山
市

中
学
校
適
正
規
模
等
審
議
会
」

か
ら
答
申
を
受
け
、
そ
の
答
申

に
基
づ
き
、
本
年
中
の
「
飯
山

市
中
学
校
統
合
計
画
」（
案
）

の
作
成
に
向
け
、
中
学
校
統
合

推
進
委
員
会
に
お
い
て
検
証
、

協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
９
月
～
10
月
に
は
、
主
に
市

内
10
地
区
で
説
明
会
を
開
催
。

ま
た
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な

さ
ん
と
の
懇
談
会
を
持
つ
中
で
、

計
画
に
つ
い
て
の
周
知
や
、
意

見
を
お
聞
き
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
推
進
委

員
会
に
て
検
討
し
「
中
学
校
統

合
計
画
（
案
）」
が
こ
の
た
び
作

成
。
12
月
27
日
に
推
進
委
員
会

の
森
司
朗
委
員
長
、
小
野
沢
さ

つ
き
副
委
員
長
が
市
役
所
を
訪

問
し
ま
し
た
。
森
委
員
長
か
ら

は
、
推
進
委
員
会
の
経
過
も
踏

ま
え
、「
統
合
は
、
地
域
の
方
々

や
、
学
校
、

生
徒
、
保
護

者
、
行
政
が

連
携
し
て
、

新
し
い
学
校

を
つ
く
る
こ

と
が
大
事
で

あ
り
、
こ
の

計
画
を
基
に

し
て
、
よ
り

良
い
魅
力
あ

る
学
校
づ
く

り
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た

い
。」
と
、
計

画
の
骨
子
や

実
施
す
る
に

あ
た
り
、
基

本
的
な
配
慮

に
つ
い
て
、

石
田
市
長
へ

報
告
し
ま
し

た
。

　

市
で
は
今

後
、
こ
の
中

学
校
統
合
計
画
（
案
）
に
基
づ

き「
飯
山
市
中
学
校
統
合
計
画
」

を
今
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定

で
す
。

　

　当市中学校教育の一層の教育効果の向上を図るため、第 4 次総合計画や、
自立のための計画書を上位計画として、次のとおりに中学校統合計画を推
進します。
①現在３校ある中学校を２校に統合します。
②再編する２校は、地域の特性を活かした新たな学校づくりを目指します。
③再編する２校は、“ 第一中学校校舎 ( Ａ校 )” “ 第三中学校校舎 (Ｂ校 )” を
活用しＢ校については、“ 飯山照丘高校 ” の校舎活用も視野に入れ、今後も
引き続き検討を行います。
④通学区域は、現小学校区として、
　Ａ校：秋津、飯山、木島小学校
　Ｂ校：泉台、常盤、戸狩、岡山、東小学校とします。
⑤統合再編する時期は、平成 22 年（2010 年）４月とします。

「中学校統合計画」の骨子

△報告を行う森委員長（中）と小野沢副委員長（右）

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
今
年
４
月
か
ら

嘱
託
職
員
（
保
健
師
）
を
募
集
し
ま
す


